
 

 平成２２年度 会派調査研究報告書 
（視察先1箇所につき1枚） 

会 派 名 日本共産党 

事 業 名 先進地視察  岩手県 奥州市 「自治基本条例」「議会基本条例」について 

事 業 区 分 
①研究研修       ②調査 

 

１ 上田市での課題と研修・調査の目的 

  上田市では、上田市の「憲法」といわれる自治基本条例の制定をめざして、市民による条例検討

委員会が精力的に学習、調査、研究し、８月２０日に最終報告がだされました。また、議会にお

いても、議会運営委員会および総務文教委員会において、鋭意検討しており、１０月２０日に提

市議会としての調査検討・結果報告をまとめました。今後、市において条例案作りが行われる段

階になっており、条例審議をするうえで大いに参考になるものです。さらに、議会基本条例は、

今後の課題になりますが、先進自治体として調査、研究とするものです。 

 

２ 実施概要 

実施日時 視察先 県   市 

平成 22年 11月 17日 

9時～11時 

視察する前に、奥州市に前泊をしま

した。  担当部局 

奥州市議会副議長 中澤俊明氏 

奥州市議会事務局 次長 佐賀克也氏 

奥州市議会事務局 主任 今野美享氏 

奥州市総合政策部まちづくり推進課課長補佐兼 

総合交通係長   鈴木良光氏 

奥州市総合政策部 まちづくり推進課係長 

         羽藤 和文氏 
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１ 市の概要 

   

 

 

 

 

 

２ 市の特徴 

  ＜別紙、添付資料＞ 

 

３ 視察事項について 

   ＜別紙、添付資料＞ 

   

○奥州市役所にて 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 奥州市役所前で 

 人口 面積 財政力指

数 

高齢化率 議員定数 

奥州市 130171人 993.35 ㎢ 0.43 26.8％ 34 

上田市 163651人 552.00㎢ 0.66 23.1％ 31 

＊ 視察先の写真等がある場合は添付のこと 
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 ＜自治基本条例＞ 

 ○プロセスこそ大事 

どんな条例ができたかではなく、条例制定にどのように市民がかかわったかが大事であり、 

  制定の経過こそ重要である。 

 ○わかりやすい条例であること。 

  図解した冊子もいただきましたが、市民がわかるようなものにしていくことが大事です。 

 ○条例制定後の活用が必要 

  条例制定して終わりということではなく、条例制定したのちに条例の趣旨を生かしたまちづ

くりをどう進めていくかが大事です。 

 

＜議会基本条例＞ 

 ○約二年間で 30回余の会議を重ねてきたということであり、その熱意には感心しました。 

 ○上田市議会でも、その機運が出つつありますが、どのような組織を作っていくのか、どのよ

うな研究をしていくのか、さらに条例制定の目的と活用策まで十分検討しなければならない

と思います。 

 


